
出前講座報告書 
                                     記載者：長田幸美   

項目 内容 

研修テーマ KYTの実践研修（認知症患者事例） 

担当者 長田幸美・永井美裕貴 

施設名 アネックス湊川ホスピタル 神戸中部支部 

開催日時 令和 6年 2月 9日（金）   15：00 ～16：00   

受講者数  

 14名 

 

依頼内容 KYTの実践研修（認知症患者事例）参加人数 15人程度 

委員会での 

審議内容 

依頼時間は 60分設定のため、簡単な事例で KYT基礎 4ラウンド法の説明と 

グループワークを実施する流れでアネックス湊川ホスピタル担当者と調整を実施する。 

研修・実践内容 廊下が雨水で濡れている状態で転倒が起こった事例の写真を用いて、KTYの手順（4ラウ

ンド方）を説明した後に、認知症患者が座っているが横にいる看護師が十分な観察が出来

ていない状況のイラストを使用し、グループワーク（1グループ 3～４人、多職種混合）を

実施。医療安全管理者の役割などの紹介も希望があり、簡単に実施した。 

 

受講者の反応、

評価 

アンケート回収率 14人中 14人で 100%。研修のねらいの達成度達成できた７名・だいた

い７名を含め 100%達成。内容の理解は理解できた 12名・だいたい 2名を含め 100%達

成。今後の活用は活用できる 9名・だいたい 5名を含め 100%であった。 

※アンケート結果参照 

振り返りや 

意見 

医療安全管理者の役割や活動内容などの説明も希望があり、簡単に実施した。KYTについ

ても初めて実施する参加者も多く、簡単な事例で説明した後に、認知症患者の見守り事例

でのグループワークを実施した。アネックス湊川ホスピタルは認知症患者が多いという施

設の特徴があり、普段なにげなく行っている業務に潜む危険についてグループワークを実

施することで KYT基礎 4ラウンド法の理解が進んだのではないかと考える。今後もこのよ

うな機会を通じて学習して行きたい、今後に活用できるなど肯定的な意見があった。 

 



【アンケート結果】 



 

 

 
  



Ⅲ、差支えなければ研修会についての回答選択の理由をお書きください。（11 件の回答） 

 

グループワークがある事により楽しく学ぶ事が出来た。楽しく学ぶ事により、通常の研修より頭に残り実践に繋がると感じまし

た。 

事例トレーニングをする事により理解を深める事が出来た。 

気づきから、危険予知できる具体的な目標を立てて指差呼称すると言うシステムが簡単に出来る最高の方法だと感じました。 

KYT を実践する事で、認知症の患者さんが生きてきた状況や置かれている環境などを想像しながら先手、先手の対応に繋

げて行きたい。 

KYTがどの様なものか、一つ一つ具体的に説明してくださり、分かりやすかったです。 

グループワークを通じて KYTのメリットや方法をだいたい理解出来たと思います。 

分かりやすい説明とグループワークで活用しやすいと思った。 

途中からの参加となってしまい全てを学ぶ事ができませんでしたが、今後、活用して行けると感じました。 

説明が分かりやすくて良かった。もっとこういう機会があると良いと思った。 

KYT を実践する事で、チーム内で問題を共有し再発防止に向けて周知できると思い今後に活用して行きたいと思った。 

以前より KYT を知りたいと思っていましたが、自己学習では事例など考える事が出来なかったため、本日、研修を受けられて

良かったです。 

Ⅲ、研修全体の感想、本会への要望などがありましたらお書きください。8 件の回答 

今後も同様に継続して頂ければと思います。 

短時間でも大変分かりやすかったです。ありがとうございました。 

今日は分かりやすく楽しく学べました。ありがとうございました。 

病棟で実践できる様繋げて行きたいです。 

インシデントアクシデントレポートの記入で気をつける点や、同様の事例が起こった場合など再発防止策の設定など出来る気

をつける点なども、講義して頂きたいと思いました。 

今後もよろしく研修の回数を増やして行ってほしい。 

説明が分かりやすかったです。講師が分かりやすかったです。ありがとうございました。 

 

 

 

 


